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スウェーデン研究講座 第 176 回  2015 年 7 月 31 日 

「カール・ラ―ションを訪ねる⾧い⾧い旅」 

宮田 宜子 

 

(編集部からのおことわり) この所報は宮田宜子さんのご厚意でご自身が再編

集されたものです。その後、画面説明の追加があり、前回分と差し替えます。 
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カール・ラーションを訪ねる長い長い旅 
Långa,långa resor mot Carl Larsson 
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2013年10月以降の新たな出会いと発見 



2013年10月29日に「スウェーデンとカール・ラーションに

魅せられて」というお話をさせていただいた後も、カー
ル・ラーションを訪ねる旅を毎年１～２度続けて来ました。
その成果と、新たな出会いのことを話す機会をいただき
感謝の気持ちでいっぱいです。 

スウェーデン語での表題「Långa ,långa resan （resor はresaの複数形）」
は、Astrid Lindgren の晩年の作品の挿絵画家 Iｌon Vikland が１４歳の

時、スウェーデンに住む祖母を尋ねて移民として一人旅をした経験談を
描き、書いた絵本の題名です。 
心細い思いをしながら一人旅を続けている私の心境と重ね合わせて今
回のタイトルを決めました。 



スウェーデン、ダーラナ地方のスンドボーン村に現存するカール・ラーション
一家が暮していたリラ・ヒュッテネース入口上部に掲げられている古スウェー
デン語ウェルカム・ボード。 
私流にもじって 「ようこそ、みなさまカール・ラーション夫妻のすばらしき世界
へ！」 



       4月23日～5月31日 東京都庭園美術館 ・ 6月18日～7月17日 三重県立美術館 
       7月23日～8月21日 熊本県立美術館 ・ 8月27日～9月25日 新潟県立近代美術館  

１９９４年 日本で初めて開催されたカール・ラーション展図録 

その後20年以上の月日が流れ、日本で

のカール・ラーションの知名度は不当に低
くなっていることに危惧を抱いています。 



1998年 二男龍の初めての 
「お里帰り」に同行 

一泊目は憧れの
Saltsjöbadeｎ Grand 
Hotelで 

私をカール・ラーションへと導く
そもそものきっかけになったの
は次男の1993～94年にかけて
のスウェーデンへの留学でした。 



1998年 二男龍の初めての 
「お里帰り」に同行 

一泊目は憧れの
Saltsjöbadeｎ Grand 
Hotelで 



スウェーデンの首都ストックホルム 
の南の約Slussen駅から
Saltsjöbananという電車で約20分の
Saltsjöbaden駅から車で20分ぐらい
のÄlgöという岬に二男のホスト？
ファミリーのAspegren家はあります。 



Aspegren家の島 Lilla Brandholmenでlunch中によその人が島に上がってきてびっくり！ 
到着早々に「Allemansrätten(自然享有権というスウェーデン特有の法律）」の生きた
学習ができました。 



2006年8月 新婚の二男夫婦と妙子お母様と4人で再訪  
Aspegren 家到着当日がUlricお父さんの誕生日でした 



2007年5月 Ulric &Anita 
Aspegren 夫妻初来日 
 
京都で葵祭を見て、 
息子たち2家族と一緒に温泉旅行 



2008年 一人で渡瑞し、Ulric ,Anitaと一緒にDarlarnaド
ライヴ旅行。 
Carl Larsson Gårdenにも連れて行ってもらいました。 

Mora 教会  
バーサ・ロペットの記念碑 

MoraのAnders Zorns Gården 



Carl Larsson Gården のミュジアム・ショップで買ったこの本の翻訳をしたい！ 
と思い込んだところから、新しい出会いや、新しい世界が開け始めました。 



事前に出した手紙に 
お返事をいただいたことで 
カール・ラーションの孫娘の 
Karin Larsson Olsson さん 
ご夫妻と知己を得ることができ、 
Aspegren家にご招待する 
ことになりました 

そして大の日本ファンのご夫妻から 
「スウェーデン滞在中に何度でも 
会いたいからいらっしゃい」と言って 
いただき、AnitaとともにStochkholm の 
高級住宅地Danderydsgatanのお住まいへ 

2010年9月現地を再訪して確認したい、という私の希望にAnitaが 
応えてくれ車でCarl LarssonGårdenまで連れて行ってくれることになりました 



Sundbornのカール・ラーション・ゴーデン 
までAnitaに車で連れて行ってもらいました。 
（ 2010年9月25日） 

まずはスンドボーン教会墓地にある 
ラーション家のお墓にお参り 



絵本の登場人物でもある 
Lars Larsson-Hytte さんに 
ゴーデン内部を案内していただき、 
その後有名な台所で 
Gunborgさん手作りのケーキでfika 



Carl Larsson の男子系の孫で唯一の存命者 
Lars Larsson-Hytteが10月26日80歳の誕生日を 
親戚一同に祝ってもらったというDt.の記事 

その日に届いたKarinからの 
手紙に同封されていた 
Larsの死亡記事 



Carl

Ulf PontusSuzanne Lisbet Brita Kersti
Esbjön

KarinDavid

Olof Larsson Johanna Larsson Adolf Bergöö Hilda Bergöö

Lars Gunborg

Kersti

Carl Larssons stamtavla 
(Yoshiko Miyata) 

カール・ラーション家系図 



Stockholm市内 GamlastanのPrästgatan 78 
に現存する生家 

「私はストックホルム、ガムスタン
の≪ドイツの厩広場≫に面した 
この建物の左端の１階で生まれ
ました」という書き込みが自作エッ
チングの下にあります 



壁面にはCarl Larsson（１８５３～１９１９）
がパレットを手にした姿のレリーフ 絵本の中で、カールの生家前で

孫たちにレリーフの説明をする
オッレおじいちゃん 



Prästgatan 

Mårten 
Trotzigs 
gränd 

ガムラスタン地図 



極貧生活の中で 
一家の生計を支え 
つつ芸術に興味 
を持つことになっ 
た幼少期のことを 
描いたもの 
（画集「DE MINA」より） 

貧民学校の生徒であっ
た13歳の時に絵の才能

を認められストックホル
ムの美術学校予科に進
学させてもらう 

10歳の時祖母の誕生祝に

花瓶の模様を模写して描い
たという絵 



19歳のカール・ラーション 
(photo:A.Roesler1872年） 



2011年6月に滞在させてもらった 
 SpadarfvetのKarin のsommarstuga  

Vykort av Carl 
Larsson Gården 



2011年6月25日の夏至の前日祭 
（カール・ラーションの四女Kersti ご一族の 
野外パーティ) 

スンドボーン教区の民俗衣装の 
ラーションの孫のKarinさんと 
バイオリニストのPelle Gustafson 



Kerstiの家の前でバイオリンを弾く孫カーリンとriksspelmanのPelle Gustafson 
後ろの男性は左側がカーリンのご主人のDavid Olsson、右側が兄のUlf Friedberg 



  スンドボーン村 夏至祭 
     （2011年6月） 
カール・ラーション デザインのメイ
ポール 
（2011年のmidsommarにSpadarvet
の孫Kariの別荘に滞在時に撮影） 



Lilla Suzanne 
「小さなスサンヌ」 
1884年 

左の絵の足元を拡大したもの。 
まぎれもなく日本人形です！ 



Füstenberg の依頼でパリ万博出展のためにパリで制作したtriptik（三幅対） 
                 Göteborg 美術館 Carl Larssons rum 蔵 

RENÄSSANS 
(1889,olja på duk) 
ルーブル美術館で 
見た作品に触発された 
作品。 
 

ROCOCO 
(1888/9,olja på duk) 

NUTIDA KONST 
(1888 olja på duk) 
新時代を担うものを描いた、 
この絵の中にも日本の 
浮世絵師の姿が・・・。 



         ↑ 
建設中のエッフェル塔 「新時代の芸術」 

           ↑ 
Carl Larsson  

  ↑ 
日本の浮世絵画家 



 STHLMから電車で1時間半ほどのHalsbergの町に今も残るKarinの実家Beröö家 
Adolfの友人でSTHLMのNKデパートも手掛けたWilhelm Böbergの設計の堂々たるお屋敷 
                  （2013年6月19日訪問時に撮影） 



Beröö家暖炉上のAdolfの彫像 
（こちらがオリジナルとのこと） 

Lilla Hyttenäsの入口木戸の前に 
  建ててあるAdolfの彫像 



C.L.生誕160周年にあたる２０１３年 
には大きな回顧展があり、もちろん 
すっ飛んで行き、到着翌日STHLM在住
の友人2人と見に行きました。 



LondonからSTHLMにお里帰り中の 
今井Madeleine 先生ともう一度展覧会
を見に行った後、カール・ラーション 
生誕の家前で。(2013年6月25日) 

1890年にCarl Larsson一家が住んでいたという 
Grasbrukusgatan 15番地を探して歩きましたが 
25番地で終わっていました。 



カール・ラーション・ゴーデンのある 
スンドボーン村の位置 



Sundborn村の静かなたたずまい 



A. 2階 
1. カーリンの書斎 
2.読書室 
3.ガムラ・ルンメット（客用室） 
4. P. パパの寝室 
5.ママと小さい女の子の寝室 
6.スサンヌの部屋 

   Lilla Hyttnäs 間取り図 
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B. 1階 

1.玄関ホール 
2.食事室 
3.台所 
4.居間 
5.仕事部屋 
6.新しいアトリエ 
7.ベリマンス・ステューガン 
  （鉱山主の館 
 



スンドボーン村地図 



「クリスマス・イブの前の日」 
 1892年 

「クリスマスの朝」 
  1894年 

Carl Larssonsväg 4 の Kihlström （シールストローム） さん宅
とコテッジ（右手） 



Karin が予約してくれたお部屋の内部クールビッツと呼ばれるダーラナ地方特有の
民俗画の大きな複製画とご主人のLeifが描いたものがシャワールームへのドアや
壁やベッド下の引き出しに描いてあるかわいいお部屋でした。 



スンドボーン村水力発電所（カール・ラーション・ゴーデンの
真ん前にありながら、景観を邪魔しないダム！  
それもそのはず、カールが設計にかかわっていたのでした。 



カール・ラーションが水力発電所の建物の 
イメージを描いた1901年7月の手紙。 
Sundborns Kraftstationの発電所として現在も稼働中。 



2013年のmidsommarafton 
 



カール・ラーションの時代と 
変わらぬ姿のスンドボーン教会 

内装はもちろん
カール・ラーション 



Sundborns Kyrkas konsert 

Musik i Sommarkväll Finalen 

スンドボーン教会で開催される音楽集会 
    （2013年夏） 

https://www.youtube.com/watch?v=svKSg8cqdc4
https://www.youtube.com/watch?v=RJ0lHArJ_ao


SundbornからSTHLMに帰る前日Karinのと
ころで夕食をごちそうになりました。 
（Pelle Gustafsson 撮影2012.6.23） 

 翌朝 Falun駅まではDavidが 
愛車TOYOTAで送ってくれました。 
座席に座ると「電車の中でおあがり」 
とDavid手作りのサンドイッチと 
イチゴとバナナとジュースをカバン 
から出してくれました！ 



翌2013年6月20～24日まで滞在した 
Kihlströmさんのお部屋 



2013年5月26日～8月11まで 
Konsthallen  Kvarnen 
Sundborn 
「水車小屋ギャラリー」 で開催
された「De Mina (私の家族)」
展 



Spadarvet 遠望。黄色い家は7人の子供の中でただ一人Sundborn で暮らしつづけたKersti の家 



カール・ラーションの四女Kerstiご一族のmidsommaraftonのパーティ（2013年） 
上の写真右端がKerstiの次男Ulfの長男Claes Frideberg氏 



Carl Larsson が家族を描いた
“DE Mina”の１８９５年Bonnier 
社発行の初版本 
 
二男のホスト・マザーの 
アニタから２０１４年春に 
送られてきました。 



前ページのアンティークの本のなかには 
SVENSKA  DAGBLEDET の記事の切り抜きが 
はさまっていました。 
1928年2月18日 カール・ラーション 
の妻カーリン・ラーションの死亡記事と 
画家仲間のGeorg Pauli 自身が寄せた 
追悼記事！ 
カーリンは末っ子エスビョルンの家を訪問中に
亡くなったのでした。 
 



メール登録しているストックホルムの国立美術館から来た 
「パリで初めてのカール・ラーション展」が２０１４年５～６月 
に開催されるというお知らせメール 

スウェーデンの新聞Dagens 
Nyheter にも記事が！ 
 



「これは行かなくちゃ！」と2014年5月７日パリへ！ 
到着翌日まずは展覧会場のPetit Palais を訪れました 
 



Parisの日本語フリー・ペーパー 
“OVNI  No.763(1er mai 2014)の 
≪カール・ラーション展≫記事 



パリで展覧会を見た翌日の2014年5月8日、カールが何度も滞在したグレー村を訪れました。 
パリで浮かばれない辛い日々を過ごした後、滞在することになったグレー村。 
この地でカーリンと結婚し、「外光派」の水彩画家として新境地を拓いたグレー村！  
私にとってはまさに聖地訪問でした！ 



Grezの洗濯場 

Grezの洗濯場を描いた 
カール・ラーションの作品 
（フランス政府お買い上げとなりました） 



Grez村にはパンション・ローランとオテル・シュヴィヨンという二つの賄い付き 
下宿屋があり、カール・ラーションはシュヴィヨン館に滞在していました。 
１９２０年におかみさんが亡くなった後、閉鎖されていましたがGöteborgに本部の 
ある「グレー・シュル・ロワン財団」によって改修され１９９４年からスウェーデンを 
はじめとする北欧からの留学生の寮として活用されています。 
 



Hotel Chevillon 入口 

幸運なことに、玄関前で出会ったスウェーデンから
の画学生 Johan Patricny のおかげで中を案内しても
らえました。 



カナダ人画家William Blair Bruce が描いたオテル・
シュヴィヨンでのカーリン・ラーションの後ろ姿。 
交流のあった浅井忠は日本への手紙にbruceを「古
巣」と書き、Grezを「倶麗」と書きました。 

この絵の庇はここだと 
Johanが教えてくれました。 

カールが夢中になった
ジャガイモ鼻、子牛の瞳
の乙女カーリン 



この離れは初めは女子寮だったのでCarlはバ
ルコニーのKarinにセレナーデを歌っています。 

児島虎次郎岸の森」（1908）大原美術館蔵 
Loing川向こうに見えているのは 
Hotel Chevillon 



結婚後住むことになった離れ 



Carl & Karin Larsson Hus をバック
にシュヴィヨン館中庭で。 
右端がスウェーデンからの 
留学生Johan 。左端はノルウェイ
の美術術研究者。 



想
像
通
り
二
つ
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村
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↑Grez-sur-Loin（人口1,300人） ↓Sundborn vid Sundbornsån（762人） 



Sundborn vid Sundbornsån   
スンドボーン河畔のスンドボーン村 

Grez-sur-Loing 
ロワン河畔のグレー村 



Bruden (Karin) 
花嫁 (カーリン） 1883年 

絵の場所と思しきところ 
（2014.5.9.宮田撮影） 



Loing 川の河原でCharles Dickens 
の「Picwicｋlub」を読む Karin Bergöö 
 
フランスの作家 Philippe Delerm の 
“Sundborn”という小説の表紙に使
われているカール作の絵です。 

１８８３年 Chevillon 玄関前での仮装大会 
Karin Bergöö は頭に壺を載せエジプト人の格
好をしている 
（Fotografi i Nationalmuseums arkiv) 



Vinet (Carl Larsson 1884) Nationalmuseum 

Chevillon 館 中庭に今も残るぶどう棚 
（2014．5.9．) 
 



Grezの橋 
中世の姿そのままのGrez村 

橋を渡りきった右手にオテル・シュヴィヨンがあり、 
この通りは≪Rue Carl Larsson≫と名付けられて 
います。 



グレー村には日本から法律の勉強のために渡仏していて画家に転じた 
黒田清輝も同時代に滞在していました。 
黒田が間借りしていた家の前の道は≪Rue-Kuroda Seiki≫です。 
この記念プレートのお披露目の時には日本大使も足を運んだそうです。 
黒田はGrezのことを「暮村」と書きました。 



2001年に日本で開催された「グレー村
の画家たち」展のポスター・ 
黒田清輝がChevillonで描いた「読書」 

グレー村役場で分けていただいた 
ゆかりの画家たちの図録 



2014.3.14.のスウェーデンの新聞ダーゲンス・
ニイ・ヘッテルの記事。 
カール・ラーションがパリのモンマルトルで住ん
でいたrue Le Pic 53番地の家は後にゴッホが住

んだ弟テオのアパート直近の家であったという
記事。 



 
 
 
 
 
 

モン・マルトルのインフォメーションで買い求めた地図を手掛かりにrue LePic 通りを探索 



DAGENS NYHETER の記事に「Van Gogh が何年か後に住んだ（弟テオの住まい 54 rue Le Pic） 
から小石を投げれば届くほどの近さ」と書いてあるカール・ラーションの住まいは「53 rue Le Pic」 
つまりルピック通りを挟んだ向かい側の奇数番地の家だったのです！ 
日本の文化を高く評価してくれた１９世紀の貧しい画家二人が・・・。 



DNの記事の通り、ゴッホの住まい跡にはプレートが貼ってありました 



麗しのスンドボーン（2014.7.21.撮影） 



ちょうど民俗音楽演奏家のPelle のお誕生日で、 
奥様のElisabeth が作ったケーキを持参 

2010年以来大変親しくしてくださっているKarin がスンドボーンの 
別荘に滞在中で、「お友達も一緒にいらっしゃい」と招待してくれました 



Kihlströmさんのコテッジで
2013年滞在した時の書き込
みを発見！  
ホーム・ページのURLを書い

ておきましたので、見てくれて
いて、2014年に行った時には

「なーんて素敵なホームペー
ジ！」と絶賛?してくれました。 

カールの孫娘のカーリン 
とダーヴィッド夫妻 



そののち滞在したGöteborgでカールが一時教鞭をとっていたValand 美術学校跡を
「Sttorgatan 43 」という番地を頼りに訪ね歩きました。 
 



   この建物は元Valand美術学校、そして現在は JISS前理事長の須永氏所縁の 
           Chalmersska 研究工科大学と判明！ 



① 
② 
③ 

④ ⑤ 

⑥ 

⑦ 

①Stockholm 
 ②Sundborn 
③Hallsberg 
④Göteborg 
⑤Gotland 
⑥Paris 
⑦Grez-sur-Loing 

今までに訪れ
たCarl Larsson  
ゆかりの地 



1911年に白樺派主催で開催された展覧会の目録。ここに自分の絵
が出展されていることをラーション自身も知っていた。 



探し求めていた「白樺」のバックナンバーは八ヶ岳の「清春白樺美術館 図書館」に保存して
あることは岸田劉生画伯ご令孫の岸田夏子氏からの情報で判明するも、閲覧はならず・・・ 





「鎌倉文学館」レファレンス
内の付録付きで所蔵してあ
もらえました。 
の絵は16枚も日本でお目見

 



ラーションだけでなく、ムンクも
ソーンもヴァロットンも！ 



今までに入手した Carl Larsson 関係の本。測ってみたら30kg近くありました！ 





2014年7月22日にCarl Larsson 
Gården 見学のガイドをしてくれた 
Isabella ちゃん。 

「ベランダ」 (リラ・ヒュットネース入口） 
画集「Ett Hem」より 

この後のスライドではカールの絵と実際のカール・ラーション・ゴーデンの
絵葉書や写真とを対比してお見せします。 



Blomster fönstret  「花咲く窓辺」 
「ETT HEM」より  

B4  Förmaket 居間（ Carl och Karin Larssons släktförening）  



Gammelrummet の戸棚の中は 
特別なお客様用のベッド。 
「Prins Eugens Morgonuppvaktning , 
Sundborn , 1902」 



Eugen王子は自身も画家で現国王Garl XVI 
Gustaf の曽祖父 Oskar II の第4子にあたる 
 

ストックホルムのヴァルデマ
ス・ウッデにあるエウシェン
王子屋敷跡の美術館 



B2 Matsalen 食事室 (Carl och Karin Larssons släktförening) 



A2  Läsrummet (Carl och Karin Larssons släktförening) 





むかしの姿そのままのスンドボーン教会 

Sundborns Gamla Kyrka  
「スンドボーン教会」 
（ur Ett Hem) 



2015.6.20.撮影  
（こうでなくっちゃ！） 

2015 .6.18.の 
寒い寒い 
Midsommarafton  
 



スンドボーンのギャラリー・Kvarnen  
での2015年の企画展 



体調不良でスンドボーンに行けな
かったカーリンに会いにストックホル
ム、ダンデリーズ・ガタンのお宅に会
いに行ってきました。（2015.6.22.) 
 



Kersti vid fönstret  
「窓辺のシェスティ｝ 
(1912年） 

DanderydsgatanのKarinさん宅にかけてある生まれた
ばかりのKersti(カールの4女でカーリンさんのお母様)
を抱くKarinの絵 



Uppsala郊外のGamla Uppsalaに
ある Kungshögarna （古墳群） 
  （2015.6.25.) 
 
 
 ここはスウェーデン人にとって神聖な
地とみなされてていた。 
1907年Carl Larsson は「ここに
Pantheonを建てよう」と提案した。 
（Gamla Uppsala Museum 展示より） 



建物はそのまま残してあり、壁にパレットを持っ
たカール・ラーションの姿のレリーフがあり
「Prästgatan 78  C.L.」というプレートは貼ってはあ
るのですが… 
壁の落書きは行くたびにひどさを増しています。 



プレースト・ガタンからガムラスタンで
一番狭い路地Mårten Trozigsgränd 
（モーテン・トロツィッグ・グレンド）                                                        
（photo:28 juni ,2015) 

この階段をVästerlånggatan 
(ヴェステル・ロングガタン)
まで下りた右手は 
「Mårten Trotzig」というレス
トランでした！  
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 ありがとうございました 



スウェーデン研究講座 第 177 回  2015 年 8 月 26 日 

「なぜ日本の若者の投票率は低いのか――スウェーデンの若者との比較からの

示唆」 

鈴木 賢志  明治大学国際日本学部教授 

 

  
 

(編集部からおことわり)この所報は講演で使用されたパワーポイントを借用・

転載したものです。画面に編集部が加筆した一部がありますが、鈴木様のご了

解を得ています。） 

 
 
  



   
第177回研究講座 

「なぜ日本の若者の投票率は低いのか――スウェーデン
の若者との比較からの示唆」 

鈴木賢志 明治大学国際日本学部教授 



なぜ日本の若者の投票率は低いのか 
 

～ スウェーデンの若者との比較からの示唆～ 

 
明治大学国際日本学部 鈴木賢志 
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「あなたは政治に関心がありますか？」 

非常に関

心がある, 
10% 

どちらかと

いえば関

心がある, 
44% 

どちらかと

いえば関

心がない, 
28% 

関心がな

い, 18% 

日本 
非常に関

心がある, 
14% 

どちらか

といえば

関心があ

る, 34% 

どちらか

といえば

関心がな

い, 33% 

関心がな

い, 19% 

スウェーデン 

資料：内閣府『平成25年度 我が国と諸外国の若者の意識に関する調査』 



「将来の国や地域の担い手として積極的
に政策決定に参加したい」  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本 

スウェーデン 

韓国 

フランス 

イギリス 

アメリカ 

ドイツ 

そう思う どちらかといえばそう思う 
どちらかといえばそう思わない そう思わない 

資料：内閣府『平成25年度 我が国と諸外国の若者の意識に関する調査』 



∗ スウェーデンの若者と日本の若者との間で、政
治に対する関心の強さに、あまり大きな違いは
ない。 
 

∗ このことは他の調査でも裏付けられている。ま
た若者のみならず全年代に当てはまる傾向で
ある。 
 
 

政治に対する関心 
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「私の参加により、変えてほしい社会現象
が少し変えられるかもしれない」  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本 

韓国 

フランス 

イギリス 

スウェーデン 

ドイツ 

アメリカ 

そう思う どちらかといえばそう思う 
どちらかといえばそう思わない そう思わない 

資料：内閣府『平成25年度 我が国と諸外国の若者の意識に関する調査』 



「私個人の力では政府の決定に影響を与
えられない」  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スウェーデン 

アメリカ 

韓国 

ドイツ 

フランス 

イギリス 

日本 

そう思う どちらかといえばそう思う 
どちらかといえばそう思わない そう思わない 

資料：内閣府『平成25年度 我が国と諸外国の若者の意識に関する調査』 



∗ スウェーデンの若者と日本の若者との間で大
きく異なるのは、デモクラシーへの信頼感、す
なわち、国民である自分たちが主体となって政
府の決定に影響を与えることのできる可能性
についての意識である。 

デモクラシーへの信頼感 



 
 政治的な決定は、スウェーデンに住むわれわ
れ全てに影響を与えます。ただし私たちもそれに
影響を与えることができます。なぜなら、政治家
に投票するのは私たちだからです。したがって決
定しているのは私たちだと言えるのです。 

スウェーデンの小学校教科書 



 
あなたも影響を与えることができる 
 
 たとえば学校のカフェや自由時間の遊び場が閉鎖され
ないように、あなたが誰かに影響を与えるためには、助
けが必要です。その決定にうまく影響を与えるためには、
なるべく多くの人々から賛同を得なくてはいけません。 
 通例、このことを「世論を形成する」と言います。それで
あなたがオピニオンリーダーとなれば、より多くの人々が
あなたの考えを支持するようになるでしょう。 
 以下に、あなたが世論を形成し、それによって決定に
影響を与えるためのコツを示します。 
 
●あなたの友人や親類に、署名してもらうという形で支援
を集めましょう。 

●地方の新聞に投書しましょう。 
●人々を集めて、デモをしましょう。 
●責任者の政治家に直接連絡しましょう。 

 



 



∗ 本当の選挙が行われる約１カ月前に、中学生（基礎学
校の７－９年生）および高校生を対象に実施される。 

∗ 投票結果は全国で集計され、新聞やテレビでも報道さ
れる。 

∗ 選挙管理委員会も生徒が運営する。 
∗ 本選挙の前哨戦として、本物の政治家が中学・高校に
出向いてアピールすることも珍しくない。 
 

学校選挙（Skolval） 
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∗ 日本：主に「人」への投票 ⇔ スウェーデン：
主に「政党」への投票 

∗ 無所属がはびこる日本 ⇔ 無所属はありえな
いスウェーデン 

∗ 「渡り鳥」が許される日本 
∗ スウェーデンでは、離党＝議員辞職  ⇔ 日
本は… 
 

政党システム 



∗ 日本：主要政党は「政権獲得のための寄り合い
所帯」 ⇔ スウェーデン：政党どうしは政権獲得
のために寄り合うことがあるが、各政党の基本理
念は明確。 

∗ 日本の若者は政治的リテラシーが低い。 
∗ 学校では教えない 
∗ 親も教えない、もしくは親自身が分かっていない 
∗ 友だちとの会話で政治を真面目に語るのはタブー 
 
 
 
 

政党の性格 



∗ スウェーデン民主党の台頭(編集部注釈)1988年に結
成。移民政策に反対する政党。2010年の総選挙で初の国政進
出。2010年の欧州議会選挙では9.8％の得票率で2議席確保し、
欧州議会に初進出。 

∗ ドナルドダック党（Kalle Anka-partiet）(編集部注釈)
ウオルト・ディズニー・カンパーニーのキャラクターである「ドナルド
ダック」にちなんで命名された゛ジョーク政党゛。スウェーデンの選
挙ルールでは自書式投票で全投票の記録がネット公開される。し
かし、この種の架空政党への投票は無効。(おことわり・注釈はいずれも
ウイキペディアのフリー百科事典からを要約し、転載) 

ただしスウェーデンも完璧ではない 
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∗ スウェーデンで選挙権が18歳になったのは、1972年の
こと。現在は、いつ16歳に下げるかが議論の的。 

∗ 日本では、選挙権は18歳に下げられたが、被選挙権
は依然として高いまま。 
∗ スウェーデンでは各党が若者の組織を持っている。 
∗ 日本の自由民主党青年局の年齢上限は45歳。 
∗ スウェーデンの国会議員の平均年齢は45歳、日本は53
歳。 

∗ 政治家がただ若ければいいというものではないが、若
い人が活躍しているほど、若年層の心理的距離は短く
なる。 

 

選挙権・被選挙権 



日本の若者 
「どうしてスウェーデンの若者は、そんなに政治
意識が高いの？」 

 
スウェーデンの若者 
 「将来にわたって、政治的決定の影響を最も大
きく受けるのは若者なんだから、当たり前じゃな
い！ むしろ何で日本の若者は放っておける
の？」 

インタビューにて 



∗ スウェーデン：途中解散はほとんどなく４年に１
度。１院制、かつ国・県・市が同時に選挙を実
施。 
 

∗ 日本：衆議院の任期満了による選挙は過去2
回のみ。しかも参議院選挙もあり、戦後は1.5
年に1度の割合で国政選挙を実施。しかも都道

府県知事選、都道府県議会選、市町村長選、
市町村議会選が別々に実施。 

選挙の頻度 



∗ 日本でも、事前投票制度の導入によって、一昔
前に比べればかなり投票しやすくなったが、事
前投票所の数などは、まだスウェーデンとは比
較にならないほど少ない。 
 

投票方法の簡便さ 
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ただし日本の若者の政治的関心は 
近年高まっている 
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資料：内閣府『社会意識に関する世論調査』、2000年～2014年度版。 



ただし日本の若者の政治的関心は 
近年高まっている 

自分は国を愛する気持ちが他人よりも強いと思っている人の割合 

資料：内閣府『社会意識に関する世論調査』、2000年～2014年度版。 
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∗ 若者たちは、会話の話題にはしないが、ネット
ではわりと多くの情報にふれており、関心は高
まっていると感ずる。 

∗ しかし、そうした情報をきちんと消化していない
ので、表面的な雰囲気に左右されやすくなって
いる。 

∗ また関心が高まるほど、かえって無力感やフラ
ストレーションが膨らんでいるというのが現状で
ある。 

日本の若者の関心の高まりと 
そのリスク 
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スウェーデン研究講座 第 178 回  2015 年 9 月 28 日 

「スウェーデンの制裁制度について」 

坂田 仁 常磐大学人間科学部名誉教授 

 

 
 



(編集部からのおことわり) 講演内容は当日、講師が作成され、参加者に配布

されたレジュメの中からの一部を再録し、掲載しました。その後、同講師か

ら、新たにご自身の作成されたものと差し替えの依頼がありましたので、再ア

ップいたしました。 

  
  
  

スウェーデンの制裁（刑罰）制度  坂田 仁 

制度の前提 

標題 スウェーデンの制裁制度について 

１．スウェーデンの犯罪に対する刑を含む制裁にはどのようなものがあるか。 

２．刑罰を含む制裁の選択及び量刑はどのような基準で行われるか。 

A、前提 

人の権利と自由の尊重 

罪刑法定主義 

手続きの法定（Due process） 

刑の予見可能性 

理解しやすい法律（刑法） 

均衡理論・刑とは obehag（苦痛） 

法律は社会統制の道具の一つ。頻繁な改正。 

カズイスティック。具体的事例を意識い、抽象的な表現を避ける。 

B、刑罰及び制裁 

「罪は、本法典又は他の法律又は法令に記述されている行為であって、以下に

述べられる刑が定められているものをいう。」（刑法１章１条） 

「制裁とは、刑である罰金及び拘禁並びに条件付判決、保護観察及び特別保護

への委託をいう。」（刑法１章３条） 

死刑は 1921 年に廃止。統治組織法２章４条。 

  



制裁 

拘禁（自由刑） 

終身拘禁と有期拘禁 

執行方法 拘禁の施設内及び施設外執行、 

電気的統制を伴う強化観察 

閉鎖的少年保護（少年の場合・12 条ホームへの収容） 

罰金 

内容的に 標準化罰金、定額罰金、日数罰金 

手続的に 判決罰金、略式命令、秩序罰 

条件付判決 

社会奉仕命令の併科 

日数罰金の併科 

保護観察 

社会奉仕命令の併科 

契約治療保護 

拘禁の併科 

日数罰金の併科 

特別保護への委託 

少年の特別保護 

閉鎖的少年保護（12 条ホームへの収容） 

少年奉仕命令 

社会福祉委員会送致 

薬物乱用者保護 

法精神医学的保護 

検察官による起訴放棄 

量刑と制裁の基準 

２、刑罰を含む制裁の選択及び量刑はどのような基準で行われるか。 

制裁選択及び量刑の原理 



裁判所の裁量主義 

量刑法定主義 

判決前調査主義 

先例（判例）拘束主義 

判断資料の準備 

法廷内資料 

証拠調べと弁論 

法廷外資料 

人格調査 

７条診断書（簡易精神鑑定） 

法精神医学的調査(精神鑑定) 

社会福祉委員会の意見〈少年〉 

制裁の選択 

制裁選択は。個々の制裁に定められた適用の要件を基準になされる。 

被告人の事情に合わせて、ほぼすべての制裁が適用可能。 

量刑の基準 

量刑は刑罰の量を決めることであり、法定刑が基準になる。 

法定刑をスウェーデンでは刑罰尺度（Straffskala）と呼ぶ。 

法定刑が示すものは、その行為の刑罰価値である。 

スウェーデン刑法各則は同種の罪をその重さの順に並べている。 

これにより刑罰価値の大きさの順が示される。 

衝平理由（29 章５条） 

裁判員制度とのかかわり 

(裁判員に選ばれたとき、スウェーデンの制度をどう参考にするか。) 

刑事裁判には、罪の裁判と刑の裁判の二段階がある。 

これを分離しないで、まとめて行うのが日本及びスウェーデンのやり方、 

日本には、法定刑、処断刑、宣告刑の順序がある。 

スウェーデンでは法定刑の他に制裁があるので、刑の段階が論理的に、制裁の



選択と量刑の二段になる。 

この二つの面で、公平な判断が要求される。 

米英では、罪の裁判と刑の裁判とが厳密に分かれる。 

罪の裁判は証拠に基づき、陪審員が被告人の有罪・無罪を評決する。 

刑の裁判は有罪の被告人に対して裁判官が言渡す(裁判官の自由裁量)。ただ

し、判決前調査による被告人の状況調査ができる。 

米国及びスウェーデンには判決前調査があるが、日本にはない。 

日本には、裁判官の自由裁量による情状酌量制度がある。 

スウェーデンでは、刑罰は「刑罰価値」＝客観的な罪の重さが基準＝に基づ

く。 

主観的な「被害者の恨み」は考慮されない。 

同種の制裁（刑罰）に中では極力軽いものを選ぶ。拘禁は最後に選ばれる。 

被告人（被疑者）に有利な事情を必ず調査する。 

スウェーデンでは、歴史的に人権意識が強い。拷問、自白強要は 18 世紀から

禁止。議会オンブズマン等による公務員の職務執行に対する監督（調査、訴

追）制度がある。 

一般的に、刑事裁判は、被告人の人生を左右する。 

可能な限り、大量の裁判資料を獲得する努力が必要。 

検察官が被告人に不利な資料しか法廷に提出しないというのは誤り。 

裁判員が被害者の発言にひっぱられて、それに迎合するのも誤り。 

裁判員としての主体的判断と法の前の平等を重視する姿勢が重要。 

スウェーデンに学ぶところは多いと考える。 

  
  
 


